
大
都
市
に
お
け
る
「
地
域
自
治
」

◎
地
域
に
お
け
る
「
共
」
の
内
発
性
を
基
盤
と
し
た
「
公
」
の
創
造
～
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
タ
イ
ア
６
年
間
の
実
践
か
ら
～

　
日
本
最
大
の
基
礎
自
治
体
横
浜

市
が
、
都
市
の
成
熟
化
が
す
す
む

中
で
迎
え
る
人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
は
、
健
康
・
福
祉
、
子
育

て
・
青
少
年
育
成
・
教
育
、
防

犯
・
防
災
、
環
境
・
資
源
、
住

宅
・
住
宅
地
、
地
域
経
済
・
雇
用

等
、
身
近
な
地
域
社
会
に
お
け
る

生
活
課
題
の
複
合
的
な
交
差
が
す

す
み
、
公
的
な
解
決
が
一
層
必
要

と
な
っ
て
来
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
住
民
が
地
域
の
課
題
を
自
立

的
に
解
決
す
る
地
域
の
新
た
な

「
公
」
の
し
く
み
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
身
近
で
実

感
で
き
る
「
共
」
の
積
み
重
ね
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
我
が
子
の
通
う
市
立
い
ず
み
野

小
学
校
を
中
心
と
し
た
、
地
域
の

次
世
代
・
後
継
者
の
人
づ
く
り
に

向
け
て
の
実
践
事
例
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
、
身
近
な
「
共
」
の
確
立

と
連
携
型
の
地
域
行
政
の
必
要

性
、
今
後
の
方
策
を
提
案
す
る
。

１

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」

の
歩
み

①
ス
モ
ー
ル
横
浜
と
し
て
の
い
ず

　
み
野

　
泉
区
北
部
、
市
立
い
ず
み
野
小

学
校
の
あ
る
町
は
、
和
泉
川
流
域

の
農
村
地
域
と
昭
和
5
1
年
の
相
鉄

い
ず
み
野
線
の
開
業
と
と
も
に
開

発
さ
れ
た
住
宅
地
か
ら
な
る
、
人

口
約
１
万
１
千
人
の
和
泉
北
部
連

合
自
治
会
の
圏
域
の
約
８
割
に
あ

た
る
。
現
在
、
次
の
よ
う
な
３
つ

の
特
徴
が
あ
る
。

①
　
核
家
族
中
心
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
入
居
者
世
帯
の
一
斉
少
子
化
・

高
齢
化
と
、
築
約
3
0
年
経
過
で
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
課
題
の
郊
外
部
大

規
模
開
発
住
宅
地

②
　
横
浜
で
も
珍
し
い
生
業
農
家

集
落
が
あ
り
、
農
地
樹
林
地
や
農

産
物
直
売
所
に
恵
ま
れ
た
緑
豊
か

な
町

③
　
団
塊
世
代
の
一
斉
居
住
者
と

農
家
が
相
互
交
流
に
精
を
出
し
て

来
た
活
動
の
積
み
重
ね

　
農
業
者
と
新
興
住
民
が
交
流
し

落
ち
着
い
た
町
を
作
る
一
方
、
居

住
者
の
一
斉
高
齢
化
や
小
学
校
児

童
数
半
減
、
農
業
後
継
者
や
農
地

樹
林
地
管
理
が
課
題
で
あ
り
、
昭

和
3
0
～
5
0
年
代
に
開
発
が
進
み
、

現
在
急
激
な
少
子
化
・
高
齢
化
に

直
面
す
る
と
い
う
本
市
の
郊
外
部

住
宅
地
の
一
断
面
を
表
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
町
の
開
発
と
と

も
に
開
校
し
た
い
ず
み
野
小
学
校

は
、
初
代
校
長
が
地
域
特
性
を
理

解
し
農
業
を
通
じ
た
生
産
活
動
教

育
を
掲
げ
、
地
域
の
農
家
・
住
民

が
共
鳴
し
、
実
際
の
田
畑
を
提

供
・
支
援
し
て
の
稲
作
畑
作
の
授

業
を
以
来
約
3
0
年
間
続
け
て
来

た
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
加

え
、
相
互
交
流
を
進
め
る
地
域
の

農
家
・
住
民
か
ら
も
支
持
を
得
て

来
た
歴
史
が
あ
り
、
最
近
は
か
つ

て
の
児
童
が
保
護
者
と
し
て
参
加

す
る
様
子
も
散
見
さ
れ
て
い
る
。

②
活
動
の
趣
旨
と
広
が
り

　
「
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
は
、

平
成
1
2
年
５
月
に
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
が
発
案
し
、
学
校
の
理
解
を

得
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
承
認
さ
れ
、

保
護
者
有
志
で
活
動
を
開
始
し
た
。

従
来
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
学
校

に
お
任
せ
だ
っ
た
保
護
者
が
、
学

校
に
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
農
業

生
産
活
動
授
業
を
中
心
に
子
ど
も

や
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
授
業
や
行

事
を
楽
し
み
、
併
せ
て
参
加
者
自

身
も
学
ぶ
会
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　
田
畑
の
看
板
作
り
か
ら
始
め
話

し
合
い
な
が
ら
活
動
を
広
げ
、
農

家
の
お
手
伝
い
も
直
に
す
る
中

で
、
保
護
者
や
先
生
・
農
家
に
少

し
ず
つ
活
動
が
理
解
さ
れ
出
し

た
。
担
い
手
も
1
0
～
1
5
人
程
度
に

徐
々
に
増
え
、
学
校
の
手
伝
い
に

加
え
、
休
日
に
親
子
で
参
加
で
き

る
「
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び
」
「
畑

で
焚
き
火
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
や
、

総
合
的
学
習
「
横
山
フ
ァ
ー
ム
酪

農
体
験
」
等
の
企
画
も
実
現
し
た
。

執
筆
者

大
木
　
節
裕

財
政
局
財
源
担
当
課
長

わあ、おもしれえ。しろかき前のたんぼで綱引き

｢田んぼで泥んこ遊び｣より
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《5》 地
域
か
ら
築
く
「
新
し
い
公
共
」

そ
の
前
提
を
考
え
る



　
地
域
の
農
業
を
生
か
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
育
く
む
よ
う
、

次
の
取
り
組
み
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
来
て
い
る
。

①
　
学
校
教
育
へ
の
支
援
と
参
画

（
ア
）
農
業
生
産
活
動
教
育
の
支

援
や
参
加
（
１
年
を
通
じ
学
校
や

農
家
の
お
手
伝
い
や
見
学
、
「
餅

つ
き
大
会
（
休
日
）
」
の
運
営
支

援
）
、
（
イ
）
総
合
的
学
習
「
横
山

フ
ァ
ー
ム
酪
農
体
験
」
の
企
画
、

（
ウ
）
地
場
野
菜
に
よ
る
食
育
給

食
の
た
め
地
元
農
家
の
出
荷
組
合

へ
橋
渡
し

②
　
保
護
者
の
参
加
を
可
能
と
す

る
学
校
・
農
家
・
地
域
連
携
型
の
休

日
の
自
主
企
画

（
ア
）
「
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び
」
、

（
イ
）
「
畑
の
片
付
け
と
焚
き
火
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
」
、
（
ウ
）
「
学
校
で

親
子
キ
ャ
ン
プ
」

③
　
全
保
護
者
へ
の
幅
広
い
情
報

提
供
や
参
画
機
会
の
公
開

（
ア
）
「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
情
報
（
年

1
0
回
程
度
）
」
配
布
、
（
イ
）
「
事

前
企
画
会
（
自
由
参
加
、
年
５
回

程
度
、
休
日
）
」
、
（
ウ
）
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
で
の
活
動
報
告

④
　
地
域
・
農
家
と
学
校
・
保
護

者
を
繋
ぐ
取
り
組
み

（
ア
）
「
校
長
先
生
、
農
家
、
地
域

の
方
々
を
囲
む
会
食
会
」
、
（
イ
）

連
合
自
治
会
へ
の
情
報
提
供
・
見

学
案
内
、
（
ウ
）
い
ず
み
野
小
懇

話
会
へ
の
委
員
就
任

２

い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の

活
動
の
意
味

①
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
と
特

　
徴

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
、
次

の
よ
う
な
３
つ
の
こ
と
を
大
切
に

し
て
来
て
い
る
。

①
　
個
人
の
発
意
と
自
己
責
任
を

基
本
と
す
る
（
先
生
も
含
め
立
場

を
超
え
対
等
な
個
人
と
し
て
の
参

加
）

②
　
保
護
者
が
こ
ど
も
と
い
っ
し

ょ
に
参
加
交
流
し
や
す
い
場
を
作

る
（
休
日
の
自
主
企
画
等
）

③
　
い
ず
み
野
の
地
域
特
性
や
資

源
を
生
か
し
、
町
の
人
々
と
連
携

し
て
楽
し
く
す
す
め
る

　
基
本
は
、
個
人
の
発
意
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
学

校
の
理
解
を
得
、
事
前
企
画
会
等

で
参
画
の
先
生
方
と
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
負
担
が

少
な
く
て
済
む
よ
う
担
い
手
の
連

携
や
参
加
者
の
持
ち
寄
り
を
工
夫

し
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
に
は
次
の
６
つ
の
特

徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
地
域
や
学
校
に
積
極
的
に
は

関
与
し
て
い
な
か
っ
た
中
堅
世
代

が
、
自
ら
の
発
意
で
子
ど
も
た
ち

の
育
成
環
境
に
関
心
を
深
め
、
始

め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
無
理
の
な

い
ル
ー
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

②
　
従
来
な
ら
近
寄
り
に
く
か
っ

た
先
生
と
保
護
者
、
保
護
者
と
農

いずみ野サポーターズの活動の関係図図１家
な
ど
の
間
で
、
「
子
ど
も
を
育

む
」
と
い
う
共
感
で
き
る
テ
ー
マ

で
語
り
合
い
、
個
人
と
し
て
の
信
頼

関
係
を
育
て
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

③
　
保
護
者
の
率
先
で
、
学
校
や

農
家
、
地
域
に
対
し
保
護
者
の
理

解
が
進
む
と
と
も
に
、
逆
に
学
校
、

農
家
や
地
域
も
こ
の
活
動
を
理
解

し
相
互
理
解
が
進
み
、
無
理
の
な

い
連
携
の
体
験
が
蓄
積
さ
れ
た
。

④
　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
身
近
で
豊

か
な
活
動
を
、
地
元
の
資
源
や
人

材
を
持
ち
寄
り
少
な
い
負
担
感
や

費
用
で
達
成
す
る
と
と
も
に
、
以

前
は
不
可
能
だ
っ
た
大
き
な
こ
と

44■特集・地域から築く「新しい公共」

が
次
第
に
実
行
で
き
て
来
た
。

⑤
　
お
客
様
で
な
く
担
い
手
と
し

て
関
わ
っ
た
人
は
た
か
だ
か

５
％
。
こ
れ
は
地
域
社
会
の
担
い

手
不
足
の
実
態
と
概
ね
同
様
だ

が
、
継
続
し
な
け
れ
ば
存
在
し
な

い
次
へ
の
大
切
な
５
％
と
考
え
ら

れ
る
。

⑥
　
こ
の
3
0
年
間
に
学
校
や
地
域

の
先
人
達
に
よ
る
信
頼
関
係
形
成

が
地
域
文
化
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て

来
た
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

一
時
の
仲
間
内
同
士
だ
け
で
は
出

来
な
い
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
。

あっちっち、煙いよ一。必死に火おこし

｢畑で焚き火バーベキュー｣より



②
三
方
一
両
得
‥
学
校
・
農
家
・
地

　
域
の
し
な
や
か
な
連
携
（
図
１
）

　
少
な
い
負
担
の
割
に
普
段
で
き

な
い
事
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
来
た
理
由
は
、
学
校
や
農
家
、

地
域
と
培
っ
て
来
た
信
頼
関
係
を

元
に
し
て
の
、
柔
軟
な
役
割
分
担

に
よ
る
人
材
の
連
携
や
既
存
の
施

設
・
資
源
の
活
用
が
可
能
な
こ
と

に
あ
る
。

　
例
え
ば
、
昨
年
の
夏
休
み
に
は
、

学
校
、
農
家
、
地
域
及
び
泉
区
最

初
の
「
い
ず
み
野
小
放
課
後
キ
ッ

ス
ク
ラ
ブ
」
と
の
連
携
で
、
「
学

校
で
親
子
キ
ャ
ン
プ
」
の
初
開
催

に
漕
ぎ
着
け
た
。
具
体
的
に
は
、

学
校
は
施
設
の
使
用
や
調
理
・
野

菜
収
穫
の
指
導
に
、
放
課
後
キ
ッ

ス
ク
ラ
ブ
は
宿
泊
会
場
運
営
や
手

打
ち
う
ど
ん
指
導
に
、
農
家
は
牧

場
や
直
売
所
の
見
学
に
、
地
域
は

地
域
防
災
拠
点
の
大
釜
使
用
や
宿

泊
の
周
辺
住
民
周
知
の
協
力
に
、

保
護
者
有
志
は
事
務
局
・
渉
外
・

記
録
、
夜
の
肝
試
し
の
物
語
創
作

等
に
携
わ
っ
た
。
親
子
で
楽
し
む

と
の
趣
旨
を
共
有
し
、
無
理
の
な

い
役
割
分
担
や
協
力
を
得
る
一

方
、
参
加
者
か
ら
も
、
遠
出
せ
ず

に
身
近
な
学
校
や
農
地
で
、
費
用

負
担
も
少
な
く
大
い
に
楽
し
め
た

と
好
評
を
得
た
。

　
ま
た
、
い
ず
み
野
小
の
昨
年
６

月
の
「
地
場
野
菜
の
食
育
給
食
」

開
始
の
際
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
築

い
て
来
た
農
家
と
の
信
頼
関
係
を

元
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
メ
ン
バ
ー
が
学
校
と
地
元
の
三

家
地
区
農
家
の
出
荷
組
合
を
橋
渡

し
し
た
。
あ
る
時
、
熱
心
な
栄
養

士
が
農
家
の
収
穫
風
景
を
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
に
収
録
し
給
食
時
に
全
校

に
放
映
し
た
と
こ
ろ
、
「
地
場
の

野
菜
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
た

の
も
良
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
町

な
か
で
『
野
菜
の
叔
父
さ
ん
だ
』

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
嬉
し
か
っ

た
よ
。
」
と
、
後
日
子
ど
も
た
ち

か
ら
直
接
得
た
反
響
に
つ
い
て
、

農
家
の
方
が
語
る
時
の
笑
顔
が
印

象
的
で
あ
っ
た
（
注
Ｉ
）
。

　
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
を
核
に
、
学
校
教

育
の
「
農
業
生
産
体
験
や
食
育
」
、

農
家
の
「
地
場
農
業
の
地
産
地
消

の
啓
発
」
と
、
地
域
の
「
現
役
世

代
の
仕
事
を
後
継
世
代
が
実
際
に

見
ら
れ
る
関
係
作
り
」
等
、
お
互

い
に
メ
リ
ッ
ト
を
持
て
る
信
頼
関

係
形
成
の
小
さ
い
け
れ
ど
も
確
か

な
一
歩
、
い
わ
ば
学
校
・
農
家
・

地
域
の
三
方
一
両
得
と
で
も
呼
べ

る
象
徴
的
な
出
来
事
と
な
っ
た

（
注
２
）
。

３

地
域
の
自
治
の
原
点
と
、

今
後
の
行
政
の
役
割

①
内
発
的
な
「
共
」
は
、
地
域
の

　
自
治
の
基
盤

　
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
活

動
や
市
内
各
地
の
先
行
事
例
を
踏

ま
え
る
と
、
住
民
自
身
が
、
発
意

に
よ
る
信
頼
関
係
を
積
み
重
ね
る

過
程
は
、
身
近
な
暮
ら
し
の
中
の

日
常
的
で
継
続
的
な
共
通
体
験
に
、

幾
重
に
も
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
地
域
で
共
に
暮
ら
す
住
民
同

士
、
立
場
が
異
な
る
人
々
が
お
互

い
の
立
場
の
違
い
を
尊
重
し
な
が

ら
発
意
を
基
に
少
し
ず
つ
理
解
し

合
い
、
共
感
か
ら
始
ま
る
小
さ
な

共
通
土
壌
を
ベ
ー
ス
に
、
共
有
で

き
る
目
標
を
合
意
し
て
行
く
。
そ

の
上
で
、
互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る

無
理
の
少
な
い
連
携
の
小
さ
な
一

歩
が
実
は
大
き
な
信
頼
関
係
を
生

み
、
さ
ら
に
複
合
的
で
複
雑
な
課

題
に
対
す
る
前
向
き
な
連
携
の
大

き
な
一
歩
に
繋
が
っ
て
行
く
。

　
こ
う
し
た
、
個
々
人
の
発
意
に

よ
り
関
わ
り
合
い
、
信
頼
関
係
を

育
て
な
が
ら
連
携
す
る
、
内
発
的

な
合
意
形
成
と
行
動
の
好
循
環
の

過
程
を
、
誰
も
が
「
実
感
で
き
る

公
共
＝
『
共
』
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。
「
共
」
の
積
み
重
ね
は
、

地
域
住
民
の
文
化
的
無
形
財
産
と

考
え
ら
れ
る
。

　
地
域
の
自
治
は
、
多
様
な
人
々

が
住
み
暮
ら
す
町
（
ミ
ッ
ク
ス

ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
）
に
つ
い
て
、

も
の
の
見
方
考
え
方
が
異
な
る
一

人
ひ
と
り
が
、
個
人
と
し
て
互
い

に
関
わ
り
合
い
信
頼
関
係
を
育
て

な
が
ら
よ
り
よ
い
我
が
町
を
創
っ

て
い
く
、
「
共
」
の
内
発
的
な
関

わ
り
方
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
合
意
形
成
・
協
働
の

「
し
く
み
と
し
て
の
公
共
＝
『
公
』
」

が
内
実
を
持
ち
、
こ
れ
ら
「
公
」

「
共
」
が
相
ま
っ
て
、
地
域
の
自

治
＝
地
域
に
お
け
る
新
し
い
公
共

の
創
造
に
繋
が
る
と
言
え
る
。

②
今
後
の
行
政
に
必
要
な
の
は
。

　
地
域
の
「
共
」
を
高
め
ら
れ
る

　
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

　
身
近
な
地
域
の
生
活
課
題
は
複

合
的
で
あ
り
縦
割
り
に
で
き
な
い

た
め
、
従
来
の
よ
う
な
行
政
主
導

の
単
一
目
的
達
成
の
縦
割
り
型

で
、
対
象
者
を
特
定
し
て
時
間
を

切
っ
て
進
め
る
方
策
で
は
、
地
域

に
無
理
が
行
き
地
域
の
自
治
は
育

た
ず
、
成
果
も
行
政
の
主
観
と
な

り
が
ち
で
あ
る
。
地
域
の
住
民
同

士
が
分
野
や
世
代
を
超
え
て
横
に

連
携
し
、
自
ら
じ
っ
く
り
粘
り
強

く
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
も

有
効
で
あ
る
。

　
ま
だ
ま
だ
地
域
の
課
題
に
関
心

の
あ
る
住
民
は
多
く
な
く
、
地
域

の
活
動
の
担
い
手
や
連
携
の
経
験

は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地
域
の

課
題
解
決
力
が
十
分
に
備
わ
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「
共
」

は
こ
こ
数
十
年
の
横
浜
の
町
の
成

熟
の
中
で
そ
こ
こ
こ
で
育
ち
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
旧
来
型
地
域
社
会

と
異
な
り
大
都
市
で
は
個
々
人
が

様
々
な
活
動
に
属
し
て
お
り
、
皆

の
関
心
が
少
し
で
も
よ
り
地
域
に

向
け
ば
重
層
的
な
横
の
繋
が
り
を

あれー、むずかしいなー。初めての乳搾り

｢横山ファーム酪農体験｣より
（
注
１
）

い
ず
み
野
小
の
「
地
場
野
菜
の
食
育
給
食
」

と
地
元
農
家
の
出
家
組
合
の
「
地
産
地
消
」

に
つ
い
て
は
、
「
横
浜
市
民
生
活
自
書
（
1
8

年
３
月
刊
）
」
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）

い
ず
み
野
小
と
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の

取
組
は
、
日
本
農
業
新
聞
1
6
年
６
月
1
0
日
の

特
集
「
泥
遊
び
で
学
ぶ
米
作
り
」
、
朝
日
新

聞
1
4
年
1
0
月
2
2
日
「
梨
畑
で
児
童
た
き
火
料

理
」
、
神
奈
川
新
聞
1
3
年
２
月
2
4
日
の
「
学

校
に
牛
が
来
た
」
、
そ
の
他
ミ
ニ
コ
ミ
・
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
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活
か
し
合
え
る
可
能
性
が
開
け
て

い
る
。

　
欧
米
の
大
都
市
衰
退
地
域
対
策

で
も
、
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で

現
れ
て
き
た
困
難
地
区
に
対
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
行
政

の
改
革
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

自
立
的
な
再
生
自
体
の
援
助
が
最

も
有
効
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
な

積
み
重
ね
の
上
に
、
縦
割
り
を
廃

し
地
域
住
民
の
発
意
を
活
か
し
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
補
助
金
（
注

３
）
」
の
制
度
が
生
ま
れ
て
来
た
。

　
こ
の
際
、
行
政
は
、
「
地
域
住

民
の
発
意
を
尊
重
し
、
そ
の
信
頼

関
係
に
基
づ
く
連
携
（
共
）
に
よ
る

地
域
の
自
発
的
な
課
題
解
決
力
を

高
め
て
行
く
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
、

最
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
の
考
え
方
」
を

基
本
に
、
地
域
住
民
自
身
の
連
携

の
プ
ロ
セ
ス
に
寄
り
添
う
役
割
に

改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４

地
域
の
「
共
」
を
高
め
る

今
日
的
契
機
と
、
応
援
す
る

地
域
行
政
の
提
案
（
試
案
）

①
地
域
の
次
世
代
・
後
継
者
の
人

　
づ
く
り
を
一
つ
の
契
機
と
す
る

　
「
共
」
の
豊
富
化

　
成
熟
化
が
進
む
中
で
横
浜
が
今

後
迎
え
る
人
口
減
少
社
会
で
は
、

次
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
顕
著
に

現
れ
て
く
る
。
（
ア
）
大
規
模
開

発
住
宅
地
の
一
斉
少
子
・
高
齢

化
、
（
イ
）
入
居
世
代
は
一
斉
年

金
生
活
者
化
、
（
ウ
）
後
継
世
代

が
交
通
便
利
な
場
所
へ
転
居
し
、

高
齢
者
は
資
産
を
抱
え
つ
つ
も
孤

独
、
（
エ
）
元
会
社
人
間
は
地
域

に
足
場
が
な
く
孤
立
、
（
オ
）
生

産
年
齢
層
は
リ
ス
ト
ラ
の
ス
ト
レ

ス
、
（
カ
）
青
少
年
層
は
低
所

得
・
ニ
ー
ト
化
・
生
活
感
覚
不

足
、
（
キ
）
子
育
て
世
代
も
子
育

て
不
安
・
児
童
虐
待
、
（
ク
）
住

宅
地
は
老
朽
化
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
建
替
え
準
備
が
行
き
届
か
ず
、

（
ケ
）
商
店
街
や
地
場
産
業
も
衰

退
し
、
（
コ
）
農
地
樹
林
地
の
管

理
が
困
難
と
な
る
、
等
々
、
複
合

的
な
生
活
課
題
が
深
刻
化
す
る
可

能
性
が
迫
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
衰
退
へ
の
対
策
を
織
り

込
み
、
皆
が
暮
し
続
け
ら
れ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地

域
の
次
世
代
・
後
継
者
（
担
い
手
）

の
人
づ
く
り
を
一
つ
の
核
に
し

て
、
異
分
野
・
異
世
代
が
立
場
を

超
え
て
「
共
」
を
豊
か
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
生
活
実
感
や
職
能
体
験
を

豊
か
に
す
る
に
は
、
学
校
の
地
域

に
根
ざ
す
取
組
と
連
携
し
た
上

で
、
さ
ら
に
先
達
た
る
高
齢
者
・

退
職
者
や
産
業
者
の
活
躍
が
有
効

で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
は
、
先

達
者
自
身
の
生
甲
斐
や
、
親
で
も

あ
る
中
堅
層
の
役
割
発
揮
、
地
場

図２　地域における共の豊富化と行政の役割の図

４６■特集・地域から築く「新しい公共」

産
業
へ
の
関
心
喚
起
な
ど
、
異
分

野
・
異
世
代
の
連
携
の
き
っ
か
け

と
な
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
今
後
、
地
域

に
存
在
す
る
次
の
３
者
が
、
地
域

の
資
源
・
人
材
と
し
て
の
意
義
を

互
い
に
認
め
合
い
、
互
い
に
メ
リ

ッ
ト
を
持
て
る
よ
う
な
連
携
が
必

要
と
な
る
。

①
　
地
域
の
住
民
（
多
様
な
世

代
・
人
材
の
輩
出
与
多
様
な
情
報

や
知
恵
の
宝
庫
）

②
　
地
域
の
産
業
（
地
域
資
源
、

実
物
経
済
・
生
業
・
職
能
の
手
本

Ｉ
職
と
住
の
連
携
）

③
　
地
域
社
会
の
拠
点
で
あ
る
学

校
や
地
域
福
祉
施
設
（
地
域
の
次

世
代
・
後
継
者
の
育
成
訓
練
の
場

Ｉ
地
域
の
共
生
文
化
の
核
、
異
分

野
・
異
世
代
の
住
民
相
互
理
解
の

拠
り
所
）

②
地
域
の
「
共
」
を
応
援
す
る
地

　
域
行
政
の
し
く
み
（
図
２
）

　
地
域
の
発
意
を
元
に
、
既
存
の

行
政
資
源
や
人
材
の
向
き
を
一
部

地
域
向
き
に
変
え
、
新
た
な
負
担

の
少
な
い
実
現
可
能
で
効
果
的
な

し
く
み
を
作
る
。
ま
た
、
そ
の
中

に
は
、
地
域
の
次
世
代
・
後
継
者

（
注
３
）

英
国
の
「
単
一
再
生
予
算
」
や
、
米
国
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
総
合
補
助
金
」
な
ど
。

貧
困
、
失
業
、
住
宅
、
教
育
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
困
難
地
区
へ
の
国
の
対
策
。
階
層
社
会

に
よ
る
地
域
間
格
差
を
元
に
し
た
国
の
施
策

で
は
あ
る
が
、
地
域
の
衰
退
へ
の
対
策
と
し

て
参
考
に
な
る
。



の
人
づ
く
り
を
、
各
々
の
目
的
や

使
命
の
一
部
と
し
て
必
ず
織
り
込

み
、
自
然
な
連
携
の
き
っ
か
け
と

す
る
。

①
　
「
共
」
の
豊
か
な
土
壌
を
育

む
５
つ
の
し
く
み

Ｉ
　
「
地
域
の
居
間
（
地
域
懇
談

サ
ロ
ン
）
」
の
開
設
　
今
は
少
な

く
な
っ
た
地
域
の
誰
も
が
立
ち
寄

り
、
異
世
代
や
異
分
野
を
超
え
た

オ
ー
プ
ン
な
語
り
合
い
が
で
き
る

敷
居
の
低
い
、
飲
食
も
可
能
な
場
。

時
間
帯
指
定
開
設
も
可
。
身
近
な

地
域
で
あ
る
小
学
校
区
に
一
つ
程

度
を
目
安
に
、
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
・
福
祉
施
設
な
ど
既
存
の
公
的

施
設
の
中
か
ら
、
地
域
住
民
の
発

意
で
施
設
の
主
目
的
に
も
相
乗
効

果
が
あ
る
形
で
運
営
主
体
と
調

整
・
合
意
の
上
、
区
が
認
定
（
補

助
）
す
る
。

Ⅱ
　
「
地
域
Ｈ
Ｐ
な
ど
地
域
内
の

全
世
帯
向
け
広
報
広
聴
」
充
実
の

支
援
　
地
域
内
の
広
報
広
聴
機
能

は
脆
弱
で
、
全
戸
周
知
可
能
で
タ

イ
ム
リ
ー
な
広
報
手
段
を
定
期
的

に
頻
繁
に
行
え
る
所
は
少
な
い
。

分
野
を
越
え
た
情
報
収
集
提
供

や
、
若
い
層
も
中
堅
層
も
高
齢
者

も
働
く
層
も
常
時
居
る
層
も
、
世

代
を
超
え
た
情
報
交
換
の
た
め
、

「
地
域
の
居
間
」
の
地
域
Ｈ
Ｐ
等

の
設
置
・
運
営
や
地
域
だ
よ
り
の

定
期
発
行
・
配
布
を
支
援
・
助
成

す
る
と
と
も
に
、
地
域
情
報
の
公

開
・
掲
示
・
交
流
の
拠
点
と
す
る
。

Ⅲ
　
「
地
域
の
居
間
」
施
設
常
勤

職
員
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
携
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
化
　
地
域
の

資
源
・
人
材
の
発
掘
・
連
携
を
促

す
使
命
を
、
上
記
施
設
の
主
た
る

常
勤
職
員
の
職
務
の
一
つ
と
し
て

追
加
す
る
（
総
合
的
学
習
担
当
教

員
・
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

局
長
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
館

長
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
福
祉
施
設
指
導
員
等
）
。

区
役
所
地
区
担
当
と
情
報
交
換
も

行
う
。
施
設
主
業
務
と
当
業
務
を

相
乗
効
果
的
に
行
え
る
人
材
の
地

域
内
外
か
ら
公
募
登
用
を
促
す
。

Ⅳ
　
地
域
活
動
す
る
「
区
民
職
員

の
区
役
所
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
登

録
制
　
人
口
規
模
が
類
似
す
る
基

礎
自
治
体
は
数
十
年
越
し
に
同
一

職
員
が
一
定
地
域
に
関
わ
る
が
、

行
政
区
は
人
事
制
度
上
職
員
が
長

年
い
な
い
。
地
域
に
と
っ
て
の
ハ

ン
デ
を
越
え
る
一
助
と
し
て
、
区

が
地
域
活
動
を
行
う
区
民
職
員
に

登
録
を
募
り
職
務
に
位
置
付
け
、

地
域
情
報
収
集
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
。
仮
に

３
万
人
の
５
％
が
登
録
し
て
も
、

区
の
地
域
関
係
職
員
と
ほ
ぼ
同
数

で
か
つ
地
域
に
長
年
根
づ
い
た
職

員
と
で
き
る
。

Ｖ
　
区
役
所
へ
の
「
地
区
担
当
制
」

及
び
「
地
区
支
援
会
議
」
の
設
置

と
、
局
の
地
域
支
援
体
制
　
区
が

人
口
類
似
の
基
礎
自
治
体
の
よ
う

な
権
限
が
無
い
中
で
も
、
局
の
縦

割
り
を
地
域
に
持
ち
込
ま
ず
に
地

域
の
「
共
」
を
総
合
的
・
持
続
的

に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
「
地

域
の
居
間
」
の
展
開
す
る
地
域
か

ら
順
次
地
区
担
当
者
制
を
敷
く
。

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
区
役

所
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
と
連
携
す

る
。
ま
た
、
各
地
区
担
当
者
を
区

役
所
内
横
断
で
支
援
す
る
地
区
毎

の
支
援
会
議
体
制
を
引
き
、
会
議

毎
に
運
営
責
任
職
を
置
く
。
局
は

こ
の
会
議
と
の
協
議
を
経
て
初
め

て
個
別
事
業
を
地
域
で
実
施
出
来

る
こ
と
と
す
る
。

②
　
「
共
」
を
基
盤
に
「
公
」
に

発
展
さ
せ
る
先
導
的
な
地
域
内
の

連
携
の
し
く
み

○
「
地
域
複
合
課
題
・
連
携
解
決

モ
デ
ル
事
業
制
度
」
の
創
設

　
育
ま
れ
た
「
共
」
の
土
壌
を
基

盤
と
し
て
、
地
域
の
複
合
的
課
題

を
資
源
・
人
材
連
携
型
で
解
決
に

取
り
組
み
地
域
の
自
治
を
高
め
る

た
め
の
、
地
域
が
主
導
し
区
が
協

働
し
局
が
支
援
す
る
先
導
的
な
地

域
総
合
事
業
制
度
。
「
地
域
協
議

会
制
」
「
地
域
自
治
区
」
等
日
本

最
大
の
基
礎
自
治
体
の
地
域
の
自

治
の
制
度
検
討
に
生
か
せ
る
よ

う
、
1
0
～
2
0
年
ス
パ
ン
で
の
共
同

社
会
実
験
と
す
る
。
都
市
経
営

局
・
こ
ど
も
青
少
年
局
・
市
民
活

力
推
進
局
・
都
市
整
備
局
の
４
局

横
断
チ
ー
ム
で
全
体
を
推
進
・
検

証
す
る
。

ｉ
　
枠
組
み
　
中
学
校
区
程
度
、

３
～
５
年
。
複
数
の
主
体
間
の
連
携

で
目
標
を
共
有
し
役
割
を
果
た
し

合
い
、
共
同
で
検
証
す
る
共
同
実
験

型
で
、
地
域
の
内
発
性
向
上
の
成
果

を
最
も
重
視
し
て
検
証
す
る
。

ⅱ
　
申
請
と
決
定
　
複
数
の
主
体

が
連
携
主
体
と
し
て
、
地
域
の
２

つ
以
上
の
複
合
的
課
題
に
対
し
相

乗
効
果
型
で
取
り
組
む
「
連
携
計

画
」
を
作
成
・
申
請
し
、
区
が
外
部

委
員
を
含
む
審
査
会
で
決
定
す
る
。

ⅲ
　
進
め
方
　
連
携
主
体
は
、
期

間
中
は
地
域
の
居
間
を
活
動
拠
点

と
出
来
る
。
ま
た
、
地
域
の
居
間

の
機
能
を
活
用
し
、
住
民
と
懇
談

す
る
と
と
も
に
住
民
全
体
に
定
期

的
な
広
報
広
聴
を
行
う
。
新
規
参

加
者
に
機
会
を
開
く
と
と
も
に
、

連
合
自
治
会
と
取
り
組
み
の
節
目

節
目
で
意
見
交
換
す
る
。

ⅳ
　
区
と
の
協
働
　
区
は
地
区
担

当
職
員
を
専
任
と
し
て
増
員
し
、

地
区
支
援
会
議
が
連
携
主
体
と
協

議
し
な
が
ら
支
援
す
る
。
ま
た
、
区

は
活
動
事
業
費
を
助
成
し
役
割
分

担
に
よ
っ
て
は
直
接
執
行
を
す
る
。

Ｖ
　
局
の
支
援
　
事
業
費
は
、
区

づ
く
り
推
進
費
の
区
局
連
携
事
業

に
上
乗
せ
し
て
位
置
付
け
る
。
局

は
、
区
の
要
請
に
よ
り
地
区
支
援

会
議
に
兼
務
で
参
加
す
る
。
事
業

展
開
中
に
局
縦
割
り
で
直
接
地
域

に
行
う
型
の
事
業
は
、
「
連
携
主

体
」
の
意
見
を
聞
き
区
の
承
認
を

得
て
か
ら
行
う
。

いちに、いちに。おいしくなーれ。足踏み手打ちうどん

｢学校で親子キャンプ｣より

　
筆
者
は
全
市
的
な
財
政
や
行
政
の
運
営
に

関
わ
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
・
区
政
推
進

な
ど
住
民
の
現
場
で
あ
る
区
役
所
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
や
医
療
事
業
の
推

進
な
ど
事
業
局
に
も
従
事
し
て
き
た
。
様
々

な
立
場
を
経
験
し
、
関
わ
っ
て
き
た
市
民
活

動
に
学
ぶ
中
で
、
身
近
な
地
域
の
活
力
を
基

盤
と
し
て
日
本
最
大
の
基
礎
自
治
体
の
活
力

を
高
め
る
必
要
性
を
実
感
し
て
き
た
。

　
本
稿
は
、
い
ず
み
野
小
学
校
で
元
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
務
め
、
い
ず
み
野
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に

創
設
当
初
か
ら
参
画
し
た
体
験
を
も
と
に
、

考
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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